
「広告掲載」のお問い合せは、総合生涯学習センター　　6345-5020へTEL

受講生募集中！受講生募集中！
素敵な学びの出会い、夢は未来へと翔る

阪神奈の大学・研究機関が知力を結集したリレー講座

　大阪府、兵庫県、和歌山県の25の大学・研究機関で構成している「阪
神奈大学・研究機関生涯学習ネット」では、平成10年度から「公開講座
フェスタ」を開催しています。
　16回目を迎える本年は、特別講演の講師に作家の津村記久子さん、
知能ロボット学者の石黒浩さん、人形浄瑠璃文楽人形遣いの桐竹勘十
郎さんをお迎えし、計22講座を開催いたします。皆さんのご参加を
心からお待ちしております。

追手門学院大学／大阪大谷大学／大阪観光
大学／大阪経済法科大学／大阪芸術大学／
大阪国際大学／大阪樟蔭女子大学／大阪大
学・適塾記念会／大阪府立大学／関西大学／
関西大学東西学術研究所（泊園記念会）／神
戸学院大学／四天王寺大学／一般社団法人
心学明誠舎／園田学園女子大学／帝塚山学
院大学／梅花女子大学／阪南大学／放送大
学／桃山学院大学

公開講座フェスタ
2013
公開講座フェスタ
2013

公開講座フェスタ2013
参加大学・機関（20機関／50音順）

 開催期間 平成25年11月4日（月・振替休日）から11月25日（月）まで
 開催場所 大阪府新別館南館８階 大研修室
 募集定員 各講座150名(先着順)
 受 講 料 各講座500円（特別講演のみ22歳以下の方は無料です。）
【事 務 局】 大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課
【運営協力】 一般財団法人大阪市教育振興公社（大阪市立生涯学習センター）

http://www.pref.osaka.jp/
　　　　bunka/news/festa.html
―お問合せ先―
府民お問合せセンター「公開講座フェスタ2013」係
TEL 06-6910-8001（平日9:00～18:00）

詳しくは大阪府文化課の
ホームページをご覧ください。

平成25年度大阪市ＮＰＯ・市民活動　企画助成事業
●親子の「こころ」教室
A10/27（日）
第1部『子どもとの距離のとり方』

　13:00～14:30
第2部『自分の人生を振り返る』　

14:45～16:45
11/17（日）
第1部『自分を否定している子・

好きになれない子』　
13:00～14:30

第2部『家族の未来設計』　
14:45～16:45

C総合生涯学習センター
(地下鉄各線・阪急・阪神「梅田」、JR「北
新地」「大阪」)
S不登校やひきこもり等でお悩みの保
護者
D先着各15人　F500円
]a（4862-4141）s（4862-4151）
d（info@aacc.jp）
L4862-4141
（コミュニティ総合カウンセリング協会）

●親子で楽しむ落語体験・発表会
３日間の練習の後、発表会に「子どもと保
護者」が一緒に出演する。
A11/2～23の土曜　
14:00～16:00　全4回
C阿倍野市民学習センター
（地下鉄「阿倍野」、地下鉄・JR「天王寺」、
近鉄「大阪阿部野橋」）
S小学生と保護者　
D15組（多数抽選）
F1組2,500円
]s（6652-0375）

d（rakugowork@gmail.com）
H10/18（金）
L090-6373-8013（自由落語研究会）

●子育て　親育て　自分育て
　ワークショップ
　「パパを楽しんでますか？」
A11/16（土）　13:30～15:30
C東成区子ども子育てプラザ
（地下鉄「緑橋」）
S子育て中のパパ　
D先着15人　F無料　K無料
]a（4302-5810）s（7494-9064）
d（smilepocket8@gmail.com）
H11/15（金）
L4302-5810
（コミュニティスポット東淀川）

●心と体の若返り大作戦！
　～Let's若返りクッキング～
五感を使って手先を動かし、段取りも考
える台所仕事は、毎日の脳トレに最適！ア
ンチエイジング食材たっぷりの料理を
作って食べて、楽しく若返る。
A11/17（日）　10:15～13:00
Cデイサービスわたの花
（JR「平野」「加美」「新加美」）
D先着15人　F1,000円
]a（6452-1160）
l（〒553-0003福島区福島5-14-6福島阪
神クレセントビル303大阪高齢者生協内）
s（6452-1776）
d（i-tanaka@o-kskk.jp）
H11/11（月）
L6452-1160（大阪福島よろず学校）

●聴力障がい者に医療知識を深める事業
古くて、新しい感染症「結核」について
学ぶ。
A11/30（土）　10：00～11：30
C総合生涯学習センター
(地下鉄各線・阪急・阪神「梅田」、JR「北
新地」「大阪」)
Sどなたでも
D先着36人　F300円　J
]s（072-893-4756）
L072-891-7346（レッド・ベレーズ）

●いろいろな国のことばで
　絵本を楽しむワークショップ
　～多言語で絵本を楽しんでみよう～
参加者が好きな絵本を、それぞれの母語
で読み合い、絵本を通じて多文化の出会
いを楽しむ。
A11/30（土）　14:00～16:00
C総合生涯学習センター
(地下鉄各線・阪急・阪神「梅田」、JR「北
新地」「大阪」)
S多言語絵本、絵本を使った多文化共
生活動に興味のある人
　　好きな絵本1冊
D先着30人　F100円
]a（6586-9477）
s（6586-9477）
d（osakakodomo.ehon@gmail.com）
母語、（あれば）所属を書き加える
L6586-9477
（おおさかこども多文化センター）

osaka
KEYword大阪を知るための 100 の言 葉と モノの世 界大 阪を知るための 100 の言 葉 とモ

筆者プロフィール 大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室主任学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」
「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。橋爪 節也 はしづめ せつや
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「水の都の地の底までも
　進む文化の輝くところ
　 拓く軌道は浪華のほこり
　　讃えよ地下鉄スピード時代」

「春の花かえ乗場のサイン
   つい誘われて地下鉄へ
    ナント結構な乗心地」

つよし

よねじろう

つとめている。四ツ橋の電気科学館に、東洋で最初
のカールツァイス社製プラネタリウムⅡ型をいれた局
長としても知られる。
　「大大阪地下鉄行進曲」のメロディーはインター
ネットでも聞くことができるが、

とある歌詞の、最後のメロディーが「スピード時代」を
賛美しながらも、なんとものんびりしてレトロな気分を満
喫させる。
　同じコンビでの

という「大阪地下鉄小唄」もあり、この局長、役人臭くな
いというか、作詞のできる趣味人であった模様である。
　面白いのが、昭和12（1937）年に大阪市電気局と産
業部が制作した映画「大大阪観光」（交通局でDVD
販売）だ。「大大阪地下鉄行進曲」がバックにながれる
なか、開通したばかりの地下鉄の車両で、振り袖の令
嬢たちと談笑する帽子の紳士がいる。写真で比較す
ると平塚米次郎と似ている。そして別の紳士が女性に
席を譲るが、面長で口髭の特徴ある容貌は清水熙そ
のひとらしい。
　安全快適に乗客を運ぶ公共交通において、いまも
昔も乗客の乗車マナーの啓発は大切であった。最近
は「歩きスマホはやめてね。」というポスターを地下鉄
でよく見かける。ミスター地下鉄とも言える平塚局長と
清水部長が、率先して乗車マナーの啓発シーンに
登場するのはありえない話ではない。
　開通80年と今日の地下鉄の発展を、彼らもきっと
喜んでいるだろう。

　昭和8（1933）年、梅田と心斎橋の間に大阪市営高
速鉄道が開通した。日本最初の公営地下鉄である。
今年はその記念の80年目にあたる。
　大正14（1925）年の第二次市域拡張で大阪市は、
東京市を抜いて日本第1位、世界第6位のマンモス
都市“大大阪”になる。關一市長のもと現代にいたる
都市基盤や文化施設が整備され、御堂筋の拡幅工
事と連動して御堂筋の下に地下鉄が建設される。
最初は仮駅だったが、梅田も心斎橋もすぐに天井が
アーチになった駅が竣工する。将来の大阪発展を見
越した豪華な駅で、開通時は短い車両が長いホーム
にポツンと停車していたのが、いまでは当初の予測を
越えて窮屈なほど利用客であふれている。
　地下鉄を建設したのが、当時の大阪市電気局で
あった。電気局は「電燈事業」と「電車及び自動車運
輸事業」の二大事業を所管し、局内は「主計」「運輸」
「電燈」と「臨時高速鉄道建設」に分かれていた。
　中之島や道頓堀で河川をくぐるなど難工事であ
り、大阪市交通局が昭和レトロ映像として発売する
DVDには苦難の映像がまとめられている。いかに
大事業であったか伝えるのが、心斎橋駅の大丸側の
出口近い駅構内にとりつけられた《清水熙君之像》
の銅板レリーフである。清水は高速鉄道建設担当
部長であり、銘文末尾に「昭和十一年八月電気局
同志敬誌」と刻まれている。電気局の有志が偉業
を讃えてレリーフを寄贈したことに、地下鉄建設の
大変さと市の鉄道マンの意地や団結力がひしひし
と伝わる。
　一方、地下鉄開通記念に「大大阪地下鉄行進曲」
が作られた。作曲の橋本國彦は北野中学校（現・府立
北野高校）から東京音楽学校に学び、同校教授と
なった作曲家だが、作詞の平塚米次郎は誰あろう、
当時の電気局長である。昭和4（1929）年に大阪逓信
局長から市に移り、昭和11（1936）年まで電気局長を

写真 ： 映画「大大阪観光」（1937年）の地下鉄の場面

写真 ： 心斎橋駅にある清水熙のレリーフ

3




